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越
谷
市
議
会
1
2
月
定
例
会
（
一
一
＼
］
○
～
一
帖
＼
一
望
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
議
会
で
は
2
9
本
の
議
案
を
審
査
・
可
決
し
ま
し
た
。

私
は
、
以
下
の
5
項
目
（
①
平
和
事
業
劇
柵
帆
矧
矧
刊
劃
矧
矧
劉
矧
矧
矧

の
及
ば
な
い
地
域
で
輿
風
刺
利
口
と
③
防
災
対
策
④
「
し
ら
こ
ぼ
と
」
な
ど

越
谷
固
有
の
動
植
物
の
保
全
・
保
蕃
ク
ラ
ブ
活
動
に
よ
る
特
色
あ
る
学
校

づ
く
り
）
に
つ
い
て
一
般
質
問
を
し
ま
し
た
。

市
政
に
関
す
る
ご
意
見
・
ご
要
望
、
遠
慮
な
く
、
．
．
お
聞
か
せ
責

（
問
）
去
る
1
0
月
2
6
日
か
ら
3

0
日
に
実
施
さ
れ
た
「
こ
し
が
や
平

和
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
1
1
・
平
和

廣
」
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
第
二

次
大
戦
の
悲
惨
さ
は
伝
わ
っ
て
く

る
が
、
未
来
に
向
け
て
平
和
で
豊
か

な
社
会
を
築
く
内
容
と
し
て
は
不

＋
分
だ
。
室
判
和
維
持
活
動

（
P
K
O
　
　
非
　
　
組
　
（
N
G

O
　
に
よ
る
国
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ノ
、
、
′

動
な
ど
　
在
の
日
　
　
に
よ
る
国

際
平
和
へ
　
取
組
を
　
っ
力
り
市

雪
1
番
だ
が
市
長
の
考

え
を
伺
う
。

（
筈
）
提
案
の
P
K
O
、
N
G
O

に
つ
い
て
は
二
こ
し
が
や
平
和
事

業
市
民
懇
談
会
」
の
意
見
等
も
伺

っ
て
、
事
業
の
充
実
に
努
め
て
ま

い
り
た
い
。

っ
て
き
た
。
そ
の
結
果
か
ら
、
子
ど

も
の
安
全
と
保
護
者
の
安
心
を
確

保
す
る
た
め
、
刻
印
威
朗
陶
の
「
自

然
　
姦
し
の
利
用
を
中
止
、
放
射

能
の
影
等
カ
　
ー
な
い
地
域
で
、
2

泊
3
日
の
林
間
学
校
や
ス
キ
ー

覇
さ
と
考
え
る
が
、
教

育
長
の
考
え
を
伺
う
。

い
く
。
な
お
、
2
5
年
度
以
降
の

利
用
は
状
況
を
見
な
が
ら
今
後
検

討
し
て
い
く
。

（
問
）
去
る
1
1
月
2
、
3
日
に
今

回
の
放
射
能
問
題
に
関
心
の
高
い

議
員
3
名
で
「
あ
だ
た
ら
高
原
少
年

自
然
の
家
」
に
伺
い
、
例
年
の
主
要

コ
ー
ス
に
お
い
て
放
射
線
量
を
測

（
筈
）
来
年
度
に
つ
い
て
珠
各
小

学
校
長
で
組
織
す
る
実
施
委
員
会

で
「
あ
た
た
ら
高
原
少
年
自
然
の

家
」
を
利
用
　
た
林
間
学
校
等
は

行
わ
す
、
各
学
校
こ
と
に
他
　
場

所
司
こ
と
に
な
っ
た
。
教
育

委
員
会
と
し
て
は
各
学
校
を
支
援

し
て
い
く
。
詳
細
は
今
後
、
学
校

を
通
じ
て
保
護
者
へ
周
知
さ
れ
る

予
定
で
あ
る
。
ス
キ
ー
教
室
に
つ

い
て
は
同
趣
旨
で
今
後
検
討
し
て

（
問
1
）
去
る
1
1
月
2
7
日
、
光

陽
中
で
実
施
さ
れ
た
総
合
防
災
訓

練
で
は
一
般
職
員
が
災
害
時
の
役

割
り
を
確
認
す
る
た
め
、
訓
練
に
参

加
し
た
り
、
管
理
職
の
判
断
訓
練
を

実
施
し
た
り
、
市
役
所
職
員
の
防
災

訓
練
も
実
施
す
べ
き
と
考
え
る
が

市
長
の
考
え
を
伺
う
。

（
筈
1
）
大
規
模
災
害
が
発
生
し

た
際
に
は
迅
速
か
つ
的
確
な
災
害

対
応
が
可
能
と
な
る
よ
う
、
防
災

訓
練
の
内
容
に
つ
い
て
引
き
続
き

調
査
研
究
し
て
い
く
。



（
間
2
）
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し

に
併
せ
、
発
災
時
に
市
役
所
の
災
害

対
策
と
通
常
業
務
の
取
組
み
の
優

先
順
位
を
定
め
る
業
務
継
続
計
画

（
B
C
P
）
を
策
定
す
べ
き
と
考
え

る
が
市
長
の
考
え
を
伺
う
。

〔
筈
2
）
県
の
計
画
と
の
整
合
を

図
り
な
が
ら
地
域
防
災
計
画
の
修

正
を
し
、
併
せ
て
業
務
継
続
計
画

の
検
討
も
行
っ
て
い
く
。

倒
小
身
年
に
は
6
2
件
と
1
0
年

間
で
約
8
0
％
も
減
少
し
て
い
る
。

鷹
狩
や
鴨
場
な
ど
越
谷
の
歴
史
に

も
関
わ
り
が
深
く
市
と
し
て
も
積

極
的
に
守
る
べ
き
と
考
え
る
。
ま
た
、

越
谷
国
有
の
「
キ
タ
ミ
リ
ウ
」
や
絶

滅
し
た
「
コ
シ
ガ
ヤ
ホ
シ
ク
サ
」
な

ど
の
植
物
も
保
全
し
、
P
R
も
検
討

す
べ
き
だ
。
市
長
の
考
え
を
伺
う
。

認
さ
れ
保
護
を
進
め
て
い
る
。
こ

れ
ら
が
市
の
特
色
と
な
る
よ
う
P

R
も
検
討
し
て
い
く
。

他
の
■
臓
賞
向
か
ら

（
問
）
越
谷
固
有
の
動
植
物
は
市
民

の
誇
り
だ
。
そ
の
代
表
で
あ
る
天
然

記
念
物
「
　
ら
こ
ー
と
」
の
目
　
情

は
平
成
9
年
2
8
6
件
か
ら
平

（
害
）
「
し
ら
こ
ぼ
と
」
に
つ
い
て

は
、
2
4
年
度
実
施
予
定
の
　
「
ふ

る
さ
と
い
き
も
の
調
査
」
に
お
い

て
実
態
を
把
握
．
、
市
内
で
の
保

護
保
全
策
を
検
討
し
て
い
く
。
絶

滅
し
た
「
コ
シ
ガ
ヤ
ホ
シ
ク
サ
」

は
環
境
省
と
協
力
し
野
生
復
帰
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
「
キ
タ

ミ
リ
ウ
」
は
瓦
曽
根
の
溜
井
に
確

（
問
）
越
谷
市
に
あ
る
関
東
、
全
国

レ
ベ
ル
の
部
濡
、
ク
ラ
　
活
動
も
、

導
　
の
異
動
と
と
も
に
、
　
霧

消
　
て
　
ま
う
こ
と
　
多
い
。
全
国

レ
ベ
ル
の
指
導
者
は
人
材
の
宝
で

あ
り
、
周
囲
が
支
援
す
る
と
と
も
に
、

異
動
が
あ
っ
て
も
そ
の
レ
ベ
ル
を

維
持
で
き
る
よ
う
教
育
委
員
会
も

支
援
し
て
い
く
こ
と
が
、
真
に
学
校

の
特
色
つ
く
り
に
つ
な
が
る
と
考

え
る
が
教
育
長
の
考
え
を
伺
う
。

（
答
）
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、

各
学
校
の
ク
ラ
ブ
活
動
・
部
活
動

が
充
実
す
る
よ
う
、
学
校
応
援
団

の
活
動
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

「
外
部
指
導
者
派
遣
事
業
」
　
の
充

実
に
努
め
、
地
域
の
教
育
力
を
各

学
校
が
活
用
で
き
る
よ
う
支
援
し

て
い
く
。

◎
2
9
本
の
議
案
は
す
べ
て
可
決
。

主
な
も
の
は
以
下
の
と
お
り
。

◆
職
員
給
与
条
例
の
一
部
改
正

▽
人
事
院
勧
告
を
尊
重
し
、
今
年

度
の
給
与
を
定
め
る
。
改
定
率
▲

0
．
2
7
％
。
年
間
約
1
6
0
0

0
円
の
減
。
1
2
月
1
日
施
行
。

◆
債
権
管
理
条
例

▽
市
が
育
す
る
市
税
滞
納
分
や
保

育
料
、
給
食
費
の
未
払
い
な
ど
、

約
7
0
億
円
の
債
権
に
つ
い
て
、

強
制
執
行
等
の
措
置
や
債
券
放
棄

な
ど
に
関
す
る
事
務
手
続
き
を
定

め
る
。
公
布
の
日
か
ら
施
行
。

◆
市
役
所
駐
車
場
使
用
料
条
例

▽
閉
庁
時
間
の
市
役
所
の
駐
車
場

の
使
用
に
つ
い
て
使
用
料
（
3
0

分
ご
と
1
0
0
円
）
を
徴
収
す
る
。

2
4
年
6
月
施
行
。

◆
行
政
財
産
使
用
料
条
例

▽
市
の
庁
舎
等
行
政
財
産
に
あ
る

自
動
販
売
機
や
売
店
な
ど
の
使
用

料
の
徴
収
に
つ
い
て
定
め
る
。
2

4
年
4
月
施
行
。

◎
各
議
員
の
一
般
質
問
か
ら
見
え

て
き
た
市
政
の
主
な
動
向
は
・
・

▼
前
立
腺
が
ん
の
P
S
A
検
診
が

来
年
度
か
ら
市
の
が
ん
検
診

（
胃
・
肺
・
大
腸
・
子
宮
・
乳
）

の
項
目
に
追
加
さ
れ
そ
う
で
す
。

▼
放
射
線
測
定
器
は
補
正
予
算
で

追
加
購
入
さ
れ
貸
出
も
検
討
さ
れ

そ
う
で
す
。

▼
一
般
ご
み
を
焼
却
し
た
際
に
出

る
飛
灰
。
大
館
市
へ
の
受
入
れ
が

断
ら
れ
、
新
た
な
行
先
が
見
つ
か

ら
な
け
れ
ば
、
1
月
に
は
置
き
場

が
満
杯
と
の
こ
と
。
雑
紙
減
量
が

越
谷
市
で
も
焦
眉
の
急
で
す
。

☆
来
年
度
早
い
時
期
に
看
護
学

校
跡
地
に
（
仮
称
）
初
期
救
急
急

患
診
療
所
が
開
設
予
定
。
9
月
定

例
会
で
尋
ね
た
救
急
時
の
電
話

相
談
に
つ
い
て
も
、
と
も
に
検
討

さ
れ
て
い
る
旨
、
市
長
か
ら
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。


